
つ
づ
け
、

一
度
預
け
た
ら
払
出

さ
ぬ
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
 

＠
お
も
し

ろ
い
 

「
貯
金
の
し

か
た
 

東
北
の
あ
る
最
村
で
実
行
し

て
い
る
「
サ
●
リ

1
●
ン
貯
金
」
 

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
方
法
は
た
と
え
ば
、
米
の
供

出
代
金
等
が
入
つ
た
時
に
、
そ

の
う
ち
か
ら
一
年
間
の
家
計
に

使
う
金
額
だ
け
を
別
の
貯
金
に

し
て
お
き
、
ま
た
こ
れ
を
実
際

に
使
う
時
に
は
毎
月
の
予
算
金

額
だ
け
を
引
田
し
て
使
う
や
り

方
で
あ
り
ま
す
。
 

其
の
ほ
か
で
は
 

1

お
初
穂
貯
金
 

こ
れ
は
、
商
店
な
ど
で
、
そ
 

5

健
康
貯
金
 

こ
れ
は
、
 ー
ケ
月
の
予
算
の

内
、
衛
生
費
に
と
つ
た
分
の
使

い
残
り
は
全
部
貯
金
す
る
や
り

方
。
 

6
共

同
目

的
 

生
活
が
豊
か
に
な
る
の
で
あ
り

ま
す
。
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
貯
金
の

必
要
な
こ
と
は
充
分
に
わ
か
り
 

、
貯
金
し
よ
う
と
す
る
決
心
が

つ
い
て
も
、
実
際
に
貯
金
を
始

め
た
り
、
ま
た
貯
金
を
ふ
や
す

こ
と
は
、
な
か
な
か
実
行
し
に

く
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
む
づ
か
し
い
貯
金
の
体
験
の

う
ち
か
ら
面
白
い
も
の
や
、
な

る
ほ
ど
と
う
な
づ
か
れ
る
も
の
 

み
の
長
続
き
す
る
よ
う
な
こ
と

に
お
金
を
使
う
こ
と
が
大
切
で
 

、
住
宅
を
作
る
た
め
に
、
子
供

の
進
学
の
た
め
に
、
あ
る
い
は

娘
の
結
婚
の
た
め
に
と
い
う
よ

う
に
、
長
期
の
生
活
設
計
に
基
 

づ
く
自
的
を
き
め
た
貯
金
な
ど
 

り
方
で
あ
り
ま
す
。
 

灯
務
濡

）に
⑥蕪
郵
で

2
貧
響
錘
 

は
、
初
め
か
ら
余
り
窮
屈
な
も
 

貯
金
は
「
余
つ
た
ら
し
よ
う
」
 

二
し
土
、
ミ
勿

ビ
 
二」
、
・o
 

一
難薫
難
難
薫
姦
羅競
 

「
ず
、J柳
琴
賞
離

勲

知
糾
翫
紀
熱

覧
m
ま
すい
二
・
；
・
一
一
 

か
W
力
を
知
口
ぐ
い
む
叫
か
粉

釦
い
”
虹
か
“
記

、
“
い
か

3
ぽ
た
も
ち

貯
金
 

福
 
士
・
康
 
堂
 

鍵
勢
畿
％

鷲
数
 

今
月
中
旬
市
制
施
行
記
念
祭
（
註
）
9
ゴ
ホ
ン
ベ
ィ

r
神
様
の
‘
で
寝
て
い
る
所
を
不
意
打
さ
れ

に
、
行
事
の

ー
ツ
と
し
て
登
山
 
御
加
護
に
依
り
首
尾
能
く
登
山
 
た
の
で
、
宿
直
（
衛
兵
）
の
者
 

、
下
山
難
子
大
会
が
催
う
さ
れ

rし
た
と
い
5
意
味
 

共
は
大
狼
狽
を
極
め
、
寝
巻
其

る
が
、
登
山
唯
子
は
筆
者
も
、
 

O
イ
ッ
べ
【
陰
部
で
は
な
い
 
議
の
素
肌
で
防
戦
し
た
。
何
ぞ
 

他
に
も
書
い
た
人
が
あ
る
か
ら
、

衛
兵
の
託
 

た
ま
ら
ん
、
 一
力
は
十
分
に
武
 

、
そ
れ
は
省
略
し
て
此
際
下
山
 

9
（
タ
ラ
】
刀
の
切
味
即
ち
 
装
し
た
大
潤
勢
で
あ
る
。
恰
か

臓
子
の
由
来
を
，

ノま
し
よ
う
 
パ
ツ
サ
リ
の
託
 

も
大
根
で
も
切
る
様
に
パ
ツ
サ

神
様
の
ゴ
水
ン
ベ
イ
で
 
つ

ま
り
衛
兵
を
パ
ツ

サ
リ
、
 
リ
ノ
‘
、と
切
り
什
さ
れ
、
と
う
 

可
い
山
か
げ
だ
 

パ
ツ
サ
リ
と
切
り
什
し
た
痛
快
・
く
城

主
高
信
も
討
死
し
た
。
 

イ
ツ
ペ
ア
 
さ
は
、

こ
ん
な
も
の
で
あ
つ
た
 
大
浦
勢
は
計
画
通
り
津
軽
を
監
 

パ
タ
ラ
ノく
．よ
 

ろ
う
と
い
う
意
味
。
 

視
せ
る
石
川
城
を
乗
り
取
り
、
 

日
か
、

一
銭
も
使
わ
ぬ
日
を
き
 

め
て
、
 ー
ケ
月
の
支
出
を
日
割
 

町
 獣
五
崎
一
か
准
加
難
一
召
是
灘

緩
難
範

い
婆
盤
蒜
栽

競
か
 

り
に
し
た
だ
け
の
小
遺
銭
を
全
 

発
 

発
編
 

印
一
 
一
 

音
彫

豆

L
て
L
ま
う

書
り

才
 

移
動
が
あ

つ
た
と
き

は
十
日
以
 

部
貯
金
し
て
し
ま
う
や
り
方
。
 

晴
駅

麗
翫

器
か
鮎

？
諜

裁
齢
轄

」
繋
麟
錆
整

鯛
行
楽
には
 

撃
響
務灘
鱗
難
婆
繊
織
『
 

鵬
舞
「
一
羅
麟
熱
難
一
 

、
果
し
て
ど
れ
が
お
気
に
お
召
 
理
に
努
カ
し
て
お
り
ま
す
が
、
 
講
演
を
行
つ
た

o
 尚、
 五
日
全

し
で
し
よ
う
か
。
 

な
か
に
は
、
台
帳
も
れ
と
な
つ
 
局
調
査
員
一
行
が
来
五
し
細
部
 

一
齢
繰
騒
“
豆
能

「
？
鱒
騒
纏
鷲
醜
鷲
欝
灘
琴

響
聴
 

●

‘
●
●
●
！
●
●
‘

E“
●
●！
“
‘■
●I
・
 

中
ど
こ
の
国
も
日
本
以
上
に
努

全
額
支
払
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

荏
長
権
高
灘

B
 

力
を
し
て
お
り
ま
す

c
ど
う
か
 
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
 

打
首
甫

多
こ
協
カ
 

輸
舞
麟
驚
灘
）
（
議ぎ
難
灘
響
）
確
 

世
界
の
優
勝
を
か
ち
得
た
い
も
 
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
か
川
奉
契
実
施
に
つ
い
て
行
 

如
認
議
鷲
認

監
か
？
靴
鋪
“
騒
雰
弊
市

制
施
行
記

念

ー
 

簡
単
に
な
つ
た
が
、
昔
は
土
産
 
た
る
者
共
の
講
足
は
、
さ
な
が
 
司
日

γ星
星

ブ
止
月
‘
お山Zユ

神
の
境
円
に
小
屋
を
か
け
、
婦
 
ら
大
浦
勢
の
凱
旋
と
同
様
で
あ
 

市
制
施
行
記
念
市
民
慰
安
大

女
子
の
接
近
を
避
け
、
別
所
別
 
っ
た
が
故
に
、
あ
り
し
昔
を
偲
 
会
運
動
会
は
来
る
七
月
十
七
日

大

D
土
舌
す
る
こ
と
一
胤
町
、
 
び
つ
、
大
捕
勢
の
如
く
『
衛
兵
 

（
お祭
第
一
日
目
）
 
午前
八
時

志
つ
打

k
旨
臨
つ
i
●
ン
ー
「こ
 
パ
ッ
サ
リ

I‘
、
』
 
と
喋
子
を
つ
 
か
ら
北
斗
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
盛
 

郷
湖
難
鷺
舞
鍵
燕
灘
難
薫
難
 

社
を
巡
拝
し
、
愈
々
登
山
と
な
 
い
る
。
 

で
し
よ
う
。
 

葬
聾
棄
 

零
鵬
 

」
「ミ
 
諭
m
m一
蕊
嘘
耗
『
し言
や
り
方
 
園

民

健

康

保
険
 

し
い
剖

糾
お
 
病

令
な
く
する
軒
器
 

股
弓
報
 
恰
ーコR
 ？
卸m
m
一
でお

り
ま
すo
 

屋

辰
倒
康

保
防
 

難

「
）
一
鵬
姻
）
欝一
4
銭
な
しデ‘
金
 
ー
r
晋
割
知』留

つ
いて
 
保
険
視
問
答

o鍾
」
」
範
聾
 

難

「
器
姻
）
欝一
影な

しデ‘
金
 
ー覇
劉

習
つ
いて
 
保
険
視
問
答
o
鍾
」
」
範
舞
 

刑
鄭
蘇
 

田
卿
一
工
田

録
ロ

0
 
一
 

こ
れ
は
、

ー
ケ
月
の
う
ち
何
 

目
そ
庫
異
呆
貧
美
列
つ
見
セ
 
ー
 

o
帯
的
を
な
く
ナ
る
こ

t
，
》
 
！

,
f
，
メ
‘ブ
『
読
‘
」
”
 

舞
盤
縛
裏
鱗
難
無
繊
轟際
驚
舞
難
博
勲
露
 

最

総
所
？
一
切纏
聾
遮

課
二
繊
議

詰
鶏
？

査
り
農
凄

猛
湯
ス
 
飯
詰
招
魂
堂
 
税

金
を
なく
す
る一
臨
け
o健
康
保
険
を
充
実
か
急
 

（委
員
長
）
 

ま
す
が
、
昨
年
の
秋
、
貯
蓄
増

強
中
央
委
員
会
で
、
全
国
十
三

万
世
帯
に
つ
い
て
、
貯
金
に
関

す
る
世
論
調
査
を
致
し
ま
し
た

処
、
既
に
貯
金
を
し
て
い
る
家

庭
が
全
体
の
入
割
】
分
に
も
上

つ
て
お
り
し
か
も
そ
の
八
割
近

く
は
節
約
や
内
職
に
よ
つ
て
ぎ

り
ノ
、
の
家
計
か
ら
工
夫
と
努

力
で
実
行
さ
れ
て
い
る
事
実
を

見
れ
ば
、
吾
々
も
貯
金
に
対
し

て
認
識
を
新
た
に
し
な
け
れ
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

貯
金
は
そ
の
人
自
身
の
将
来

の
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
す
る

こ
と
は
勿
論
、
家
族
の
疾
病
、
 

不
時
の
災
難
等
に
役
立
つ

こ
と

は
皆
さ
ん
も
よ
く
御
存
じ
の
通

り
で
 「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹

く
」
と
い
う
吾

A
の
生
活
態
度

で
は
、
い
つ
ま
で
た
つ
て
も
ギ

リ
ギ
リ
の
其
の
日
く
ら
し
し
か

出
来
ま
せ
ん
。
 

ー
 
ー
一
戸
も

洩
れ

な
く
貯

金
し

ま
し

よ

う
 

一
言
に
貯
金
と
い
う
と

一
部
 
を
挙
げ
て
見
ま
し
よ
う
。
 

そ
れ
か
ら
大
切
な
こ
と
は
、
 

繰
護
一
難
録鳶
熱
鷺
難
懇
灘
一
 

遠
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
居
り
 

一
？
一Jヒ
A
L、
F
り
一
工ー
？
 
つ
て
有
益
な
、
そ
」
て
た
の
し
 

貯
蓄

増
強
運
動
 

貯

金

の
出

来

る
計
画
で
 

金

の
出

来

る
計
画
で
 

予
算
を
た
て
、
こ
の
予
算
に
従

つ
て
、
毎
日
の
支
出
を
計
画
的

に
や
つ
て
ゆ
く
「
予
算
に
基
く

家
計
」
 
とい
う
こ
と
が
家
庭
経

済
を
健
全
な
も
の
に
す
る
上
に

一
番
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
 

⑥

貯
金

は
無
理

せ
ず
 

あ
り
ま
し
よ
う

o
 

子 

の 

師
 
湖
 
叫
一
一r

く
入
出死
一
製
録
踏
詔
稽
畦

蹄
撃

m共
」
達護
湾
 
』
郵
載

影
髪
い
り
。
税金
を
なく
す
るに
は
 

（
完
納
者
）
 

蹴
に
電
漕

媛
弾
 

寄
附
で修
理
完
成
 

鵜
驚
驚
議
難
難
無
難
 

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

を
募
集
、
三
万
五
千
円
の
金
額
 

「
一」
難
）響）
一
一
一
一
 

貯
 
金
 

昇

驚
栃
隊き

古帳
を掛
搾
民
”
鶏
巌
盤

繁
影
 

こ
れ
は
、
同
じ
職
場
や
、
近
 

転
入
さ
れ
た
と
き
は
新
に
被
 
設
さ
れ
て
あ
り
、
全
所
は
風
景

し
ま
す
。
 

全
招
魂
堂
は
高
舘
城
跡
に
建

転
入
さ
れ
た
と
き
は
新
に
被
 
設
さ
れ
て
あ
り
、
全
所
は
風
景

保
険
者
と
し
て
の
資
格
を
生
じ
 
明
婚
な
所
で

一
日
の
行
楽
に
は
 

は
、
こ
の
意
味
で
最
も
有
益
で
 
の
ま
、
全
部
貯
金
に
ま
わ
す
や
 
い
て
、
面
白
し
喚
を
岸
け
た
け
 
位
に
支
障
な
き
よ
う
亭
務
的
処
 

「
電
話
の
発
達
に
つ
い
て
」
の
 

、
二
つ
欧
末
で
投
も
有
益
で
 
の
ま
、
全
部
貯
金
に
ま
わ
す
や
 
い
て
、
面
白
い
例
を
挙
げ
た
が
 

、
日
本
ぱ
か
り
で
な
く
、
世
界
 
と
が
出
来
ず
多
額
の
医
療
費
を
・
ー
 

石
雄
器
」
」rm脇
F
~
H
『

ー

ー
一
走
に
」二
兼
難
識
鰯

と
釦
畿
か
貧ド
ら
山
毅
撒
終
範

犠
詰
＼
鑑製
裟
 

り
ま
し
よ
う
。

一
 

額
を
あ
な
ど
ら
ず
、
根
気
よ
く
 
こ

れ
は
、
臨
時
の
牧
入
は
全
 

L
冒
」
“
い
し

・
J'
Iー

‘
I
ね
」
“
）
」
い
“
一
 
」
。
U
し

‘
l
し
」
」
」
L
?
<
）
」
h
L
」
じ
いL
ト
わ
“

L
ト

ー

・
・
ー
 
“
ー
政

連
絡
員
、
吐
木
唾
過
等
が
沖
 

m郵
誤
吻
日く

らし
しか

一
一下
山

唯

子
の
由
来
一
一
 

嚇
零
騒
離
競
《
媛
さ
に衛
兵
メ
ッサ
リ
 
讐

繰
護

霧
懇
露
鷲
“

麟
 

時
は
元
亀
二
年
五
月
五
日
の
 
多
年
の
素
志
を
果
し
得
た
痛
快
 
る
や
白
装
東
に
身
を
固
め
、
臓
 
心
と
な
り
各
地
区
代
表
と
協
議

未
明
、
藩
祖
為
信
公
は
恨
み
重
 
さ
に
 
悔

A
Aの
児
文
を
唱
え
『
ゴ
ホ
 
の
結
果
、
各
郎
博
眠
叫
働
傍
嘩
 

H
と
い
5
訳
で
、
四
日
の
晩
大
 
と
嚇
子
を
つ
け
、
踊
り
な
が
ら
 

昔
の
人
々
は
斯
く
ま
で
心
身
 
い
る
o
 

の
で
あ
り
ま
す
。
 

凱
旋
し
た
。
 其
の
凱
旋
振
り
は
 
を
浄
め
、
無
我
無
心
と
な
つ
て
 

（
滞
納
者
）
 
税
金
を
完
納
す
る
こ
と
で
す
 

甘
 
汗
醐
 
珊
一
 

》
 界
庁
主
レ
て
し
主

5
中
り
与
o
 
 
い

り
‘
・H
”
二
一
一目
。
弓
H
U
 
 

販
清
沼
魂
堂
は
最
近
肴
も
り
 

フ
‘
ョ
、
 

ー
自
蒋
車
荷
車
の
鑑
札

ー
 

巻
替
責
施
に

つ
い
て
 

鷺
響
藻
難
難

鋳
髄
報
夢
欝
r
 

記
 

一
、
巻
替
車

の
種
類
 

原
動
機
付
自
転
車
。
荷
車
、
リ
ャ
カ
ー
。
 

一
一
、」
巻
替
地
区
 
五

所
川

原
管
内
 

巻
替
区
域

の
指
定
 

第
一
区
 
栄
町
、
 田
町
、
 元
町
、
新
町
、
柳
町
、
川
端
町
、
 

巻
替
日

割
蛇

区
域
 

瑚
崩
一一基
」

（
三
日
間
）
第
一
区
 

現
嬰
岐
」
（
一
言
問
）
第1
1区
 

巻
替

場
所
 
市

役
所

前
 

巻
替

料
金

並
税
金

に
つ
い
て
 

て
巻
替鑑
札
代実費
”
纏
編
響
リ
ャ

カ般
議
 

巳
新
規
取付手
数
料”
麟
簾
響
り
ャ

カ
ー畑
議
 

（
、
巻
替
に
よ
る
税
金
徴
取
に
つ
い
て
 

霧
湾
懇
麟
舞
騒
難

零
郵

税
金
を徴
牧
 

無
鑑
札
自

転
車

荷
車

の
取

締
に

つ
い
て

書
察
署
と
鼻
密
な
連
絡
を
と
り
無
鑑
札
自
転
車
荷
車
を
防

止
す
る
。
 

警
叱
贈
霧
綴
驚
誤
驚
禁
 

か
ら

お

忘
れ
な

く
申
出

で

下
さ

い
 

誌
幾
麟
録

雄
無
鑑
札車
の
取扱
い
を致
Lま
す
 

九
、

支
所
管
内
も

八

月
中
に
殆

ん
ど

巻
替
完

了

致
し

ま

す
 

全
園
都
市
 

．招
介
展
示
会
 

市
制
施
行
を
記
念
し
て
、
十

七
、
八
、
九
の
三
日
間
、
市
役

所
庁
舎
を
会
場
と
し
て
全
国
都

市
の
招
介
を
行
い
ま
す
。
 

こ
の
展
示
会
は
、
旧
市
は
勿

論
、
町
村
合
併
に
よ
つ
て
新
」
 

く
出
来
た
約
三
百
の
都
市
の
い

ろ
い
ろ
な
責
料
を
展
示
い
た
し
 

 

ま
す
。
 

こ
れ
を
機
会
に
市
役
所
庁
舎

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
、
 

市
政
に
つ
い
て
良
く
見
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

ど
な
た
も
遠
虜
な
く
御
来
場

下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
 

［
火
の

用
心
］
 

.
 

報
 

慶
 

市
 

原
 

所
 

五
 

日
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'
 

明
治
ニ
十

ニ
年
町
村
制
が
施

行
さ
れ
て
以
来
、
七
十
余
年
、
 

過
去
の
行
政
区
画
の
穀
を
破
つ

て
西
北
の
中
心
地
で
あ
る
五
所

川
原
町
に
附
近
の
大
ケ
村
を
合

併
し
て
昨
年
十
月
一
日
県
下
で

五
番
目
の
市
制
を
施
行
し
た
が
 

、
 そ
の
記
念
祭
を
七
月
十
七
日

か
ら
三
日
間
、
市
及
び
商
工
会

議
所
の
共
催
で
全
町
に
サ
ン
・
 

ー
パ
レ
ー
ド
を
く
り
ひ
ろ
げ
る

こ
と
に
な
つ
た
。
 こ
の
記
念
祭

事
務
局
は
商
工
会
臨
所
に
設
け

ら
れ
、
会
長
に
外
崎
市
長
、
副

会
長
に
は
商
工
議
所
会
頭
、
長

尾
市
議
会
議
長
、
秋
田
助
役
等

が
あ
り
事
務
長
に
は
長
尾
勝
義
 

氏
（
市
総
務
課
長
）
が
な
り
三

日
間
の
記
念
祭
進
行
に
万
全
を
 

期
し
て
い
る
。
 

、
 

記
念
祭
の
日
程
は
別
表
の
通
り

で
あ
る
が
特
に
こ
れ
迄
行
わ
れ

た
祭
と
変
つ
て
い
る
行
事
で
は
 

、
東
奥
日
報
主
催
の

「
東
奥
美

術
展
覧
会
」
を
は
じ
め
「
銘
果

コ
ン
ク
1
ル
」
な
ど
が
あ
り
、
 

更
に
こ
れ
ま
で
は

一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

「
五
所

川
原
小
唄
」
 
「
五所
川
原
行
進

曲
」
】
藤
田
桂
三
作
詞
【
上
原

げ
ん
と
作
曲
一
は
既
に
吹
込
み

も
終
つ
て
お
り
、
弘
前
市
在
住

の
花
柳
先
生
に
依
つ
て
振
付
を

終
り
市
婦
人
会
が
主
体
と
な
つ
 

て
、
街
の
要
所
I、
で

発
表
会

を
行
う
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
 

埋
も
れ
て
い
た
ニ
つ
の
唄
は
今

後
折
あ
る
毎
に
市
民
の
歌
と
し

て
愛
唱
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
喜
ば
し
い
。
花
火
大
会
に

は
市
内
有
名
商
店
提
供
の
花
火

か
ら
商
品
券
が
ま
か
れ
る
な
ど

が
あ
り
、
こ
の
他
に
市
役
所
秘

書
企
画
課
の
計
画
し
て
い
る
記

念
事
業
と
し
て
「
全
国
市
紹
介

展
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
の

市
絞
章
、
特
産
物
、
名
所
、
旧

蹟
ポ

ス
ダ
ー
類
な
ど
が
続

A
と

集
め
ら
れ
一
堂
に
展
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
 

」
人一
一
気
一一
の一
一
中
一一
心一
一
 

1
1～蛇
寸d
撒
川
 

今
回
の
記
念
祭
の
行
事
中
で

一
番
人
気
を
あ
つ
め
て
い
る
の

は
何
ん
と
い
つ
て
も
、
五
所
川

原
小
唄
及
行
進
曲
の
発
表
会
で
 

、
商
工
会
議
所
側
で
も
、
揃
え

の
花
傘
、
豆
す
ぼ
り
等
を
準
備

す
る
な
ど
万
般
手
ぬ
か
り
な
く
 

、

一
方
踊

（
小
唄
）
の
方
は
、
 

既
報
、
市
制
施
行
に
依
つ
て

最
近
大
き
く
ク
ロ

ー
ズ
ア
ツ
プ

さ
れ
た
、
神
山
温
泉
地
帯
を
市

の
観
光
地
と
す
べ
く
地
元
民
が

長
橋
支
所
を
中
心
に
よ
り
？
ぐ
、
 

協
議
を
進
め
つ
、
あ
つ
た
が
、
 

つ
い
に
こ
れ
が
実
を
結
び
、
去

る
大
月
一
一十
一
日
、
長
橋
観
光

協
会
の
発
会
式
が
、
市
長
、
助

役
、
商
工
会
議
所
其
他
関
係
者

及
地
元
有
力
者
等
多
数
出
席
盛

大
に
挙
行
さ
れ
、
本
格
的
な
宜

伝
に
乗
出
す
こ
と
に
な
つ
た
。
 

愉
、
全
会
の
役
員
は
左
の
通
り

会
 
長
 

土
岐
恒
四
郎

副
会
長
 

小
田
桐
政
吉

全
 
松

野
与
四
郎

全
 

長
尾
秀
作

顧
 
間
 

石

岡
義

雄

全
 

工
藤
直
蒲

全
 

土
岐
友
太
郎

全
 

仙
庭

栄
八

幹
事
は
各
小
中
学
校
長
、
長

橋
出
身
市
会
議
員
、
各
区
会
議

長
、
其
他
数
名
で
あ
る
。
 

「
特
別
徴
牧
に
 

お

協
力
下
さ

い

」
 

本
年
度
市
県
民
税
特
別
徴
収
に

つ
い
て
さ
き
に
特
別
徴
収
義
務
 

花
柳
寿

A
清
師
匠
の
指
導
で
、
 

五
所
川
原
婦
人
会
が
中
心
と
な

り
会
議
所
会
議
室
及
公
民
舘
で

猛
練
習
を
行
つ
て
居
り
、
又
行

進
曲
の
方
は
、
棟
方
敏
子
先
生

の
指
導
で
全
舞
踊
研
究
生
一
同

が
連
日
猛
練
習
を
続
け
て
い
る

の
で
、
吾
等
市
民
の
期
待
に
充

分
こ
た
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し

よ
う
。
 

全
発
表
会
は
十
七
日
街
の
要
所

！く
で
行
は

れ
る
こ
と
に
な
つ

て
い
る
。
 

者
を
指
定
し
て
お
願
い
致
し
ま

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
初

め
て
実
施
せ
る
た
め
繁
雑
を
極

め
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
対
し

て
通
知
が
遅
れ
て
御
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
を
深
く
御
詫
び
申
上

げ
ま
す
。
 

幸
に
し
て
各
官
公
庁
会
社
の

指
定
義
務
者
の
御
協
力
に
よ
り
 

、
特
別
徴
牧
の
目
的
を
達
成
で

き
ま
じ
た
こ
と
を
深
く
感
謝
致

し
ま
す
。
 

今
後
共
何
分
の
御
協
カ
を
お

願
い
申
上
ま
す
。
 

か
り
）
の
定
期
検
査
取
締
執
行

を
左
の
日
時
に
行
い
ま
す
か
ら

該
当
者
は
洩
れ
な
く
使
用
計
量

器

（
さ
し
、ま
す
、
は
か
り
）
 

の
極
類
、
型
式
、
数
量
を
お
届

け
願
い
ま
す
。
 

（
支所
の
該
当
者
は
支
所
へ
お

届
け
願
い
ま
す
）
 

記
 

一
、
届
出
月
日
 

七
月
五
日
よ
り
全
十
七
日
迄
 

．中
共
で
は
蝿
と
蚊
が
居
な
く

な
つ
た
と
大
き
く
宜
伝
さ
れ
て

居
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は

共
産
主
義
の
専
売
特
許
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

誰
れ
で
も
少
し
注
意
す
れ
ば

蝿
や
蚊
の
居
な

い
住
み
よ
く
衛

生
的
な
土
地
に
す
る
事
は
容
易

に
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

今
年
は
新
潟
県
で
こ
れ
を
や

る
そ
う
で
す
が
日
本
全
国
で
も

現
在
蝿
と
蚊
の
居
な
く
な
つ
だ
 

、
土
地
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
 

今
更
蝿
と
蚊
の
害
を
数
え
立

て
な
く
て
も
新
潟
県
で
調
べ
た

所
に
よ
る
と
直
接
の
損
害
だ
け

で
ー
ケ
年
に
八
億
円
と
云
わ
れ

て
居
り
ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
が
協
力
し
て
蝋

と
蚊
の
居
な
い
住
み
よ
い
土
地

に
す
る
運
動
が
盛
り
上
つ
て
も

よ
い
頃
だ
と
思
い
ま
す
。
 

蝿
や
蚊
の
繁
殖
す
る
様
な
こ

と
で
は
女
化
の
お
く
れ
て
居
る

証
明
の
様
な
も
の
で
す
か
ら
文

化
運
動
と
か
文
化
活
動
だ
と
か

色
A
な
事
業
に
関
係
し
て
居
ら
 

営
業
に
使
用
す
る
計
量
器
を

有
す
る
者
 

届
出
場
所

市
役
所
農
林
商
工
課
 

検
査
期
日
 

〇
飯
詰
支
所
管
内
 

七
月
二
十
五
日
九
時
ー
三
時
 

〇
旧
五
所
川
原
町
管
内
 

七
月
ニ
十
六
日
よ
り
二
十
七
 

日
午
后
三
時
ま
で
 

内
 
訳
 

で
、

お

こ
ま
り

の
か

た
 

国
の
き
そ
く
で
、
き
め
ら
れ

て
い
る
だ
け
の
亭
は
み
な
さ
ま

の
た
め
に
、
お
つ
く
し
で
き
ま

す
か
ら
ど
う
ぞ
ご
そ
う
だ
ん
に

お
い
で
下
さ
い
。
 

み
な
様
が
、
ご
ら
ん
に
な
つ

て
、
 ほ
ん
と
う
に
お
困
り
の
方
 

れ
る
方

A
だ
け
で
も
夏
の
市
民

生
活
を
文
化
的
に
快
適
な
も
の

と
す
る
た
め
に
具
体
的
に
ど
う

す
る
か
最
も
進
ん
だ
科
学
的
な

対
策
を
考
え
て
頂
き
た
い
も
の

で
す
。
 

樽
染
病
を
 

予

防
し

ま
し

よ
う
 

冷
た
い
飲
も
の
の
欲
し
い
時

期
が
参
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
お
元
気
で
す
か
、
暑
い
ま
・
 

△
一
一
十
大
日九
時
よ
り
午
前
中

元
町
、
大
町
、
更
生
街
、
末

広
町
、
東
町
、
栄
町
、
柳
町
、
 

鎌
谷
町
 

△
「
十
大
日
午
后
一
時
よ
り
午

后
」一
時ま
で
と
ニ
志
日
午
前
中

田
町
、
弥
生
町
、
川
端
町
、
 

旭
町
、
東
町
、
岩
木
町
、
柏
原

町
、
新
宮
町
、
新
町
 

△
一一
十
七
日
一
時
よ
り
三
時
迄

寺
町
、
上
平
井
町
、
中
平
井

町
、
敷
島
町
、
錦
町
、
幾
島
町
 

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ふ
く
し
じ

む
し
よ
に
、
お
し
ら
せ
下
さ
い
 

。
 い
つ
で
も
係
の
者
が
声
り
ま

す
。
 

市
民
の
皆
様
の
御
協
カ
で
、
 

び
ん
ぼ
う
と
び
よ
う
き
で
こ
ま

る
こ
と
な
く
、
し
た
が
つ
て
犯

罪
も
な
い
と
い
う
モ
デ
ル
市
五

所
川
原
と
い
う
地
上
天
国
が
出

来
な
い
も
の
で
L
よ
う
か
。
 

△
ニ
十
八
日
九
時
よ
り
三
時
迄

栄
、
中
川
、
毘
沙
門
支
所
管
内

△
二
十
九
日
九
時
よ
り
三
時
迄

三
十
日
九
時
よ
り
十
「
時
迄

官
庁
、
法
人
、
病
院
 

O
検
査
場
所
 

五
所
川
原
公
民
舘
 

但
し
飯
詰
支
所
管
内
は
飯
詰

支
所
が
検
査
場
で
す
。
 

尚
、
不
明
の
点
は
農
林
商
工

係
へ
お
出
で
下
さ
い
。
 

夏
の
夜
の
岩
木
川
原
に
展
開
さ

れ
る
花
火
の
祭
典
を
心
ゆ
く
ま

で
ま
ん
き
つ
し
て
下
さ
い
 

O
 

O
 

＠
 
。
 

花

火
大
会
 

仕
掛
花
火
 
五
 

基

打
上
花
火
 
数
十

発

十
及
日
午
后
八
時
よ
り
 

山
口
は
る
再
、
工
藤
真
理
子
、
 

渋
谷
光
弘
、
外
崎
和
子
、
山
田

雅
人
、
小
田
桐
浩
、
山
川
幸
子
 

、
 田
中
研
三
、
 下
山
洋
司
、
平
 

鶏
暗
撃
獲
き
難
鰍
 

子
、
藤
田
和
加
子
、
下
山
明
 

〇
三
好
 

神
昭
一
、
渡
辺
光
雄
、
渋
谷
高

志
、
川
浪
孝
子
、
開
米
博
女
、
 

高
橋
冷
子
、
田
中
麗
美
、
 一
戸

啓
一
、
設
辺
初
枝
、
川
浪
昇

一
 

〇
飯
詰
 

緒
葬
瓢
課
響
鶏

餌
籍
詳
離
醸
餌
 

馨
、
工
藤
寿
美
、
長
峰
昭
子
、
 

エ
藤
応
子
 

b
中
川
 

小
田
桐
慶
光
、
高
橋

一
幸
、
吉
 

緩
野
艦
酢
難
警
 

〇
長
橋
 

中
川
幹
久
、
秋
田
誠
、
清
野
智

子
、
横
嶋
順
子
、
石
岡
成
男
、
 

石
岡
ひ
ろ
子
、
石
岡
良
子
、
斉

藤
良
子
、
仙
庭
惣
悦
、
間
山
幸

雄
、
杉
野
好
仲
、
土
岐
孝
次
、
 

長
尾
忠
男
、
斉
藤
隆
敏
 

〇
松
島
 

高
橋
京
子
、
今
喜
美
子
、
大
田

龍
子
、
小
田
桐
昭
江
、
小
田
桐
 

鷲
「
林
響
詳
爵

端
 

田
順
一
 

〇
 
栄
 

藤
田
淳
、
白
戸
利
枝
子
、
木
村
 

尊
鼠
稽
響
議
議
 

内
住
夫
 

＠
か
な
し

み
の
部
 

（
死
 

亡
）
 

〇
五
所
川
原
 

麟
認
響
姦
簿
認
 

〇
三
好
 

競
拝
輿
鑑
騒
認

齢
鐸

ー
、上
見
栄
子
可
 

。
中
川
 

小
野
妙
子
0
、
小
野
秀
子
0
、
 

O
長
橋
 

麟
鯵
藤
か
済麟
好
恕
 

〇
松
島
 

踏
錘
禦
識
村
三太
郎
 

O
栄
 

工
藤
そ
よ
肥
、
成
田

ョ
ッ
ェ
4
0
 

住

み
ょ

い
衛
生
的

な
 

蚊
と
蝿

の
居
な
い
土
地
に

一
 

~ 

めろ行事の数々 

程 害 ーーーー 庭 
▽
七
月
十
七

日
△
 

広
告
力
ー

ニ
バ
ル
 

（
全
 
市
）
 

川
 
柳
 
大
 

会
 

（
願
昌
寺
）
 

ス
グ
ェ
ア
、
ダ
ン
ス
バ

ー
テ
イ
 

陸
上
競
技
大
会
（
以
上
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド

）
 

仮
装
行
列
（

ク
）
 

小
唄
、
行
進
曲
発
表
会
（

ク
）
 

松
木
満
氏
個
展
（
三
日
間
、
会
議
所
ホ
ー

ル
）
 

銘
菓
コ
ン
ク
ー
ル
（

ク
 

ク
）
 

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
 

全
市
青
年
鮮

論
大
会
 

（
市
公
民
舘
）
 

ス
ラ
イ
ド
映
写
会
（
夜

）
（
 
ク
）
 

東
奥
児
童
美

術
展
覧
会
 

（
小
学
校

）
 

全
商
店
連
合
大
売
畠
し

（
三
日
間
）
 

▽
七
月
十
八
●

△
 

花

火
大

会
 

（
岩
木
川
原
）
 

消
防
団
西
北

連
合
機
動
演
習
 

盤

繁
糾
 

（
全
 市
）
 

野

球

大
会
 

（
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
 

芸
能
発
表
会
 

（
公

民

舘
）
 

▽
七
月
十
九

日
△
 
、
 

津
軽
民
謡
大
会
 

（
公
民
舘

）
 

馬
 
力
 

大
 
会
，

（
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
 

ノ
 

橋
観

光
協
会
襲
足
 

神
山
温
泉
宣
樽
に

一
役
！
‘
 

ふ
く
し
じ

む
し

よ

の
や
く
め
 

国
く
ら
し

に
お
ご
ま
り
 
り

の
か
た
 

の
か
た
 
困
お

と
む
ら

い
に
、
お
 

周
お
い
し

や
さ
ん
に
、
 

こ
ま
り
の
か
た
 

か
、
れ
な
い
で

お
こ
 
回
る
す
か
ぞ
く
、

い
か
 

ま
り
の
か
た
 

ぞ
く
の
か
た
 

伺
お
さ

ん
に
、

お
こ
ま
 
固
こ
ど
も
さ
ん
の
こ
と
 

計
量
器
定

期
槍
査
  

一
 

F
執
行
の

お
知
ら

せ
 

昭
和
三
十
年
度
計
量
器
 
（
は
 
ニ
、届
出
該
当
者
 

に
と
か
く
食
生
活
が
不
規
則
に

な
り
が
ち
な
こ

・
と
思
い
ま
す

が
、
次
の
こ
と
が
ら
に
充
分
注

意
い
た
し
ま
し
よ
う
。
 

一
、
食
物
の
腐
敗
が
早
い
か
ら

熱
を
通
し
て
お
く
こ
と
 

一
、
生
水
、
生
物
等
（
特
に
刺

身
頻
）
の
飲
食
類
は
さ
け
る
こ
一

と
 

一
、
暴
飲
、
暴
食
は
つ
、
し
む

こ
と
 

一
、
幼
児
に
寝
冷
い
を
さ
せ
な

い
こ
と
 

一
、
蝿
や
蚊
の
発
生
源
を
努
め

で
除
去
し
又
は
清
潔
に
す
る
こ
 

●

」
  一

、
井
戸
水
は
保
健
所
で
検
査
 

を
受
け
る
こ
と
 

本
年
度
徴
税
令
圭
曇
付
に
よ
る

納
付
方
御
協
力
に

つ
い
て
 

皆
様
の
御
手
許
に
徴
税
令
書
を
出
し
て
い
る
市
税
は

固
定
資
産
税
 

第
一
期
 

納
期
 
青
早
百

市

県
民
税
 
第

一
期
 

納
期
 
七

月
十
日

自
転
車
荷
車

税
全
期
 

納
期
 
青

『
子
百

水

利
地

益
税
 

全
 
期
 

納
期
 
七

月
＋
日

法
人
市
民
税
（
均
等
割
）

全
期

納
期
 
秀
（

＋
日
 

計

三
二
、

二
一
四
、

ニ
八
九
円
也

右
の
通
り
の
額
の
切
符
の
期
限
が
己
に
過
ぎ

て
い
ま
す

の
で
納
付
に
御
協
力
願
い
ま
す
。
本
年
度
は
是
非
納
期

限
内
に
完
納
し
て
戴
き
ま
す
。
延
滞
金
、延
滞
加
算
金
も

納
入
す
る
こ
と
の
な
い
様
に
呉
々
も
注
意
し
て
下
さ
い
 

」
 

戸
籍

の
窓
 

＠
ょ
ろ

こ
び
の
部
 

（出
 
生
）
 

〇
五
所川
原
 

多
彩
な

夏
の

パ

v
 

真

制
一一
施
一
一
行
一一記
」
念
一
一祭
 

報
 

慶
 

市
 

原
 

昭和 30 年 .7 月 15 日 	五 所 の
 

第拍号 


